
明
専
会
に
よ
る
大
学
の
研
究
支
援
事
業

選
考
委
員
会
委
員
長
（
明
専
会
副
会
長
）
石
橋

一
郎（
制
56
）

明
専
会
で
は
母
校
100
周
年
記
念
の
10
年

間
事
業
と
し
て
、創
造
学
習
支
援
、グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
支
援
、
明
専
寮
に
お
け
る

人
材
育
成
支
援
、
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
顕
著
な
成
果
を
得
て

お
り
、
順
次
終
了
し
て
い
き
ま
す
。

明
専
会
の
次
な
る
10
年
の
新
し
い
事
業

と
し
て
、
４
つ
の
事
業
（
①
大
学
の
研
究

支
援
事
業
、
②
学
生
部
活
動
応
援
事
業
、

③
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
事
業
、
④
明

ト
ラ
を
活
用
し
た
同
窓
の
絆
強
化
事
業
）

を
行
う
こ
と
と
な
り
、
２
０
２
２
年
か
ら

実
行
段
階
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
ち
な
み

に
こ
れ
ら
の
四
事
業
は
「
明
専
会
110
周
年

記
念
事
業
」
の
中
に
も
組
み
込
ま
れ
て
推

進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
九
州
工
大
の
研
究
を
直
接

支
援
す
る
「
大
学
の
研
究
支
援
事
業
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

研
究
支
援
事
業
と
は
、
母
校
の
先
生
方

（
九
州
工
大
の
卒
業
生
で
は
な
い
先
生
方

も
含
む
）の
研
究
を
対
象
に
、明
専
会
が
研

究
に
自
由
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
お
金
を

直
接
支
援
す
る
も
の
で
す（
500
万
円
／
件
）。

初
年
度
の
採
択
テ
ー
マ
は
、
昨
年
７
月

の
明
専
会
報
919
号
で
も
報
告
し
て
い
た
よ

う
に
次
の
テ
ー
マ
で
し
た
。

採
用
テ
ー
マ：

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ウ
イ
ル
ス

に
対
す
る
診
断
と
薬
開
発
の
た
め
の
応

用
化
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ【
金
額
500
万
円
】

提
案
者：

工
学
研
究
院
物
質
工
学
研
究
系

応
用
化
学
部
門

竹
中
繁
織
教
授

今
号
に
は
、
成
果
報
告
の
記
事
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
年
目
の
募
集
内
容
や
選
考
結
果
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
募
集
要
旨
】

母
校
（
九
州
工
大
）
を
社
会
貢
献
や
産

業
連
携
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
（
研
究
拠
点
）
に
導
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
研
究
に
対
し
、
経
費

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
工
業
化
な
ど
実

用
性
が
見
込
ま
れ
、
波
及
効
果
が
大
き
く

広
が
る
と
思
わ
れ
る
研
究
や
、
そ
の
可
能

性
が
期
待
さ
れ
る
萌
芽
的
研
究
な
ど
を
広

く
募
集
し
ま
す
（
母
校
の
研
究
が
益
々
発

展
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
）。

【
対
象
】
九
州
工
業
大
学
職
員

【
規
模
】

総
額：

５
、０
０
０
万
円（
１
件
あ
た
り

500
万
円
程
度
、年
２
件
以
内
）期
間
１
年
間

【
実
施
期
間
】
10
年
間

【
公
募
】

昨
年
10
月
よ
り
学
内
掲
示
で
告
示
を
行

い
、
本
年
１
月
応
募
を
行
い
ま
し
た
。
提

出
書
類
内
容
と
し
て
は
、
研
究
テ
ー
マ
名
、

研
究
の
目
的
及
び
内
容
や
研
究
計
画
の
他
、

研
究
の
特
徴
と
し
て
①
独
創
性
・
新
規
性
、

②
実
現
性
、
③
波
及
効
果
な
ど
に
つ
い
て

を
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
応
募
件
数
と
審
査
結
果
】

12
件
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

審
査
員
と
し
て
は
大
学
を
除
く
副
会
長

と
常
務
理
事
、
及
び
専
門
家
（
技
術
士
会

の
方
々
）
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

審
査
は
選
考
委
員
会
の
も
と
に
、
一
次

選
考
（
書
類
選
考
）
二
次
選
考
（
プ
レ
ゼ

ン
審
査
）
を
行
っ
た
結
果
、
左
記
の
２
件

の
テ
ー
マ
を
採
択
し
ま
し
た
。

■
採
用
テ
ー
マ：

高
性
能
か
つ
安
定
性
に

優
れ
た
次
世
代
個
体
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
の
開
発
【
金
額
500
万
円
】

提
案
者：

生
命
体
工
学
研
究
科
・
生
体
機

能
応
用
工
学
専
攻
馬
廷
麗
教
授

■
採
用
テ
ー
マ：

デ
ー
タ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
と

モ
デ
ル
の
双
最
適
化
と
タ
ス
ク
特
化
型

Ｄ
Ｎ
Ｎ
の
完
全
自
動
構
築【

金
額
500
万
円
】

提
案
者：

生
命
体
工
学
研
究
科
・
人
間
知
能

シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

田
向
権
教
授

３
年
目
も
前
述
と
同
様
の
日
程
で
公
募
・

審
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
10
年

間
、
継
続
し
て
優
れ
た
テ
ー
マ
を
採
択
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
大
学
の

先
生
方
に
は
積
極
的
に
ご
提
案
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

比
較
的
自
由
に
使
え
る
資
金
を
提
供
で

き
る
の
で
、
研
究
テ
ー
マ
が
実
り
多
き
も

の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
北
九
州
市
立
大
学
知
的
財
産
担
当

特
任
教
授
）

（
元
㈱
安
川
電
機
）
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